
～平成28年度交付決定額： 475 千円 平成29年度申請額： 771 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

平成 33 年度

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

本実施計画に基づく事業の実施により、本村の伝統文化に対する関心や意識の向上、地域の文化遺産の保存と、次
世代への確実な継承とともに、地域の活性化が期待できる。

本事業の実施により、地域の伝統芸能の重要性を村民の共通認識とし、平成34年度から本村の歴史文化基本構想の
為の調査・検討を開始し、平成35年度を目途に策定を目指す。

地方公共団体
担当部局課

教育委員会事務局

文化遺産総合活用推進事業 実施計画

岩手県普代村  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本実施計画に係る企画の調整や、各補助事業に係る指導等は「普代村教育委員会事務局」が行う。
また、補助事業は「鵜鳥神楽保存会」が実施する。
構成（鵜鳥神社宮司、神楽衆、教育機関経験者）

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

普代村文化遺産活用推進計画

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

第4次普代村総合発展計画後期基本計画（平成28年策定）を踏まえ、国の重要無形民俗文化財に指定された「鵜鳥神
楽」に関し、後継者の掘り起し及び次世代への継承につなげるために、下記の取り組みを実施する。

※第4次普代村総合発展計画後期基本計画のURL（http://www.vill.fudai.iwate.jp/gyousei/hatten-keikaku）

地域文化遺産活性化

平成 29 年度 ～

事業概要：

事業概要：

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

様式１－１



年度

人 人 人 人 人 人

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34

29 年度 12 人 ⇒ 平成 33

目標区分１： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分１： 祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 鵜鳥神楽保存会への会員数増加 関連事業: ①～③

年度 17 人目標値１： 平成

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

設定根拠１： 現在の会員数から毎年度１人ずつ増加を目標として設定

様式１－１別紙①



人 人 人

年度 平成 34 年度

人 人 人

30 年度 平成 31 年度 平成

平成 33 年度 17 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 28 年度 12 人 ⇒

～ 平成 29 年度

事業概要： 今後の鵜鳥神楽の後継者の養成・指導の教材として活用する。

事業区分： 記録作成 事業期間： 平成 29 年度

人人 人 人

33 年度 平成 34 年度

人 人

31 年度 平成 32 年度 平成

人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成

人 ⇒ 平成 33 年度 17

評価指標区分： ・保存会会員数の変化（維持） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 鵜鳥神楽保存会への新規入会者数

目標値： 平成 28 年度 12

～ 平成 29 年度

事業概要：
各イベントの出演や、巡回活動。普代村を拠点に北廻り、南廻りと北は久慈市から南は釜石市ま
での各地区を神楽を奉じながら隔年で巡り歩く。平成29年度は奉じる回数の多い南回りで用具の
劣化及び消耗が激しいことから本助成金を要望するものです。

事業②： 普代村伝統文化継承基盤整備事業 実施団体： 鵜鳥神楽保存会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 29 年度

人人 人 人

33 年度 平成 34 年度

人 人

31 年度 平成 32 年度 平成

人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成

人 ⇒ 平成 33 年度 17

鵜鳥神楽保存会への新規入会者数

目標値： 平成 28 年度 12

～ 平成 29 年度

事業概要：
普代村立普代小学校への神楽指導。
年に20回ほど保存会員が普代小学校へ出向き、指導する。（発表の際の演奏も行う）

事業区分： 後継者養成 事業期間： 平成 29 年度

 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： 普代村伝統文化継承基盤整備事業 実施団体： 鵜鳥神楽保存会

32 年度 平成 33平成 29 年度 平成

具体的な指標： 鵜鳥神楽保存会への新規入会者数（記録映像の活用により、後継者を増加させる。）

目標値：

・保存会会員数の変化（維持） （具体的な指標は次のとおり）評価指標区分：

事業③： 普代村伝統文化継承基盤整備事業 実施団体： 鵜鳥神楽保存会

評価指標区分： ・保存会への新規入会者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：

様式１－１別紙②


